
総括表(市町村)

都道府県名

市団村名

人口

熊本県

住民基本台帳人口

2?年国鋼 1人1

17年国調 1人】

水上村

増長牢 1%1

?7 01 01(人)

市町村顎型

面積仙rr{}

人口密度イ人ノkTr;】

うち日本人{人】

26 0l m {人}

世帯数{世帯}

地方交付税撞地

2 405

うち白本人{人}

増減牢【%1

? 597

うち日本人【%}

74

2、 395

市区町村長

{-0

? 386

区分

副市区団村長

2.410

教育長

? 401

平成26年度財政状況資料集

匡分

産業構遁 1染励

雲会儀墨

2 -1

0 6

第1次

繕会副:香長

定数

06

190 96

議会譜員

指定団体等の指定状況

財政俊全化等

π年珊調

第?次

一般会計等の一覧

頃番

(1)一殻会計

財轟超過

13

首都

1人南たり平均

鉛料月額{丙円}

854

第3次

近畿

353

31 1

中部

17年国調

過疎

?43

職員

7 360

?1 4

山振

35?

状況

5、 710

低闘発

540

歳入総額

趣出総額

歳入歳出差引

翌年度に経越すべき財源

実質収支

単年度収支

積立金

繰上償還金

猶立金取崩し顧

實質単年座収支

?8 7

会計名

指数表選定

5,020

47 5

?76

?.951

?2 5

一般職員

?,433

区分

598

??14

区分

48 7

うち消防職員

うち技能労務職員

教吾公務員

座時職員

車業会計の一乳

頂番

②田民倦議促険事父

臓員数
1人)

ラ スバイレス指数

平成26年座{千円}

ロ}介鰹保険牢業

50

給料月額
1百円)

藻凖財政収入額

纂凖財政需要類

標凖税収入頴等

経常経費充当一般財烝等

歳入一般財源等

仏}径期扇武素医像畢業

4

会計名

3 069.561

2,798 870

270 691

能 9Ⅲ

181、 784

80 936

105,46?

(庄釈)

133 850

1人あたり平均

給斜阿簸イ百円]

1 経常収支比牢の口内の数緬は、「減収補坂偵(特例分)」及び「邸時財政幻策債」を除いて算出したものである
?各会計の一覧は主な会計 00会計まで)を記戯している
3 地方公共団体が損失補堺等を行っている出寅法人で、餓全化庄の算出対象となっている団体については.「地方公社・第ニセクター等」の団休名に0印を付与している
4 寅金不足比牢揃には、寅金が不足している会計のみ記載している
5 産業構造の比牢は.分母衣就業人口総数とし、平成π年国調は分類不能の産業を験き、平成リ年国認は分類不焼の産業を含んでいる
6 個人情袈保班の観点から.対象となる職員数が1人又は2人の場合は.「給料月額1百円"と「一人当たり給料月額(百円)」を「アスタリスク(オ)」としている.(モの他、数値のない欄については、すべてハイフン{ー)としている)

50

平成?5年度 1千円1

Ⅱ 536

? 67フ

133 850

3,?47.686

2,943,? 70

304.4】6

41 696

26?フ?0

5.106

105 246

地方伯現在高

うち公的寅金

公営企業(念適)の一乳

会計名頂番

?.884

債務負担行丸額(支出予定額)

収益事業収入

土地開発墓金現在高

実質収支比牢

経常収支比牢

(× 11

標準財政規模

財政力指数

公債費負担比牢

24 526

? 67フ

?1d 938

1,659 '89

267 739

1 461 425

2,256,068

91 0

積立金
現在高

区分

財政謂整墓金

滅慎墓金

モの他特定目的蕗金

餓全化判断比牢

実質赤字比牢

通結実質赤字比率

宝質公債費比牢

将来負担比牢

110 35?

?18 8?3

1 717 666

?フ' 17'

1 407 41?

?,344 426

公営企業 C去非適)の一乳

頂番 会計名

朽}簡易水迫車繋

」手成?6年度(千円・%)

? 505、 400

?,491,583

責金不足比率 I×41

67,416

10 1

81 ?

( 85 5 )

1 797,7四

0 13

15 4

伍} 1キ定曜墳保全公共下水道車業

85.315

1,318.188

799.545

891 037

平成?5年度 1千円

側農業撫落排水車桜

? 599,?13

?、 570 7??

帽1 井輩焦落排水事鱸

84,345

1厶 0

75 3

1 門 5

1.871.405

Ⅱ 14

15 4

85 ?08

1 ?12 726

794 印9

g05 534

閲係する一部牢務狙合等一髭

組合等名頂番

四) U庶郡公立多良木病院企業団

9 3

Π0)上11座消防組合

0"人吉球虚広域行酸組合(一般会計)

{12}

97

人吉畭庶仏域行政如合(人古1ネ慶ふるさと市町打

圏,.、別会:"

人吉球麿広蟻行政物合(粘別美N老人ホーム將別

041 熊本県径期島虻判医鰻血蟻邊合(一般合計)

1/1

特別会計〕

地方公社・第ニセクター等一覧

団休名頂番

0刀株式会牡みずかみ

Π61 態本県市町村誌合事"M合

08}くま川鉄道様式会牡

1;託31

X

X

X

X

n

0

X

0

瑳

員
"
T
-

計合

ン

特
別
職
等



a)普通会計の状況(市町村)

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
特別地方消費税交付金
自動車取得税交付金
軽油引取税交付金
地方特例交付金
地方交付税
普通交付税
特別交付税
震災復興特別交付税
f一般財原計}
交通安全対策特別交付金
分担金・負担金
使用料
手数料
圃応支出金
国有提供交付金(特別区財調交付金】
都道府県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
地方債
うち減収補媛債件寺例分)
うち臨時財政対策債
歳入合計

況

04.54
36,583
200
725
722
23,257

%

3,263

499

1,549,653
1,438.030
111.623

1,818,956

04,54

36,583
200

725
722
23,257

0 1

15.756

36,925
1.978

213,962

327,801

33,018

】,410
34,940

304,416
50,759
229,640

91,940
3,069,561

3,263

499

1,438,030

1,438,030

法定普通税
市町村民税
個人均等割
所得割
法人均等割
法人税割
固定資産税
うち純固定資産税
軽自動車税
市町村たばこ税
鉱産税
特別土地保有税
法定外普通税
目的税
法定目的税
入湯税
事業所税
都市計画税
水利地益税等
法定外目的税
旧法による税
ム計

59 3

【注釈)
普通建設車業費の補助瑚業費には受託恵業賢のうちの補助事業賢を含み、
単独事業費には同級他団体施行訊業負担金及び受託璃業費のうちの単独事業費を含む。

02

00

84 2

84 2

1,707,333

の

99,9

J

30

100 0

801

3,75
203,375
50,Π 2
3,012

42,382
163
555

141,131

1 14,512
6,886
5,246

■や1鄭41翫熊N

゛ー"■1ゞ■11111■1玲■●武轡'"W1●
1急'心WIゞル、1

00

4 】 5

1,708,549

00

徴収率現
(%)年

100 0

計

^

下水道
簡易水道
病院
上水道
圃民健康保険
その他

口三
市町村民税
純固定資産税

679
679

679

垂

総務費
民生費
衛生賢
労働費
慶林水産業賢
商工費
土木賢
消防費
教育賢
災害復旧費
公債費
諸支出費
前年度繰上充用金
歳出合計

03

03

0,3

工冨

204,054

6,フフ

73.268
9,850
3,014

24, d7フ
1 16,161

99 8

100 0
99 7

100 0

再差引収支
加入世帯数{世帯】
被保険者数(人)

国庫支出金

99 2

100.0
98 6

目 男

64,094

47フ,565

589,031
149,471

307.617

150,砧4

322,000
72.328
221,784
91,429

352,997

の

99 7

100 0
99 6

5

況

人件費
うち職員給
扶助費
公債賢
元利償還金
内うち元金
訳うち利子
一時借入金利子
その他の経費
物件費
維持補修費
補助費等
うち一部璃務組合負担金
繰出金
積立金
投資・出寅金・貸付金
前年度繰上充用金
投資的経賢計
うち人件顕

圧亟亟回

99,1

100.0
98 5

」 、

54,5

48,939

419

741

72

M2

285

円 %

2,798.870

熊本県水上村

33,409

136,972
巧,273

128,018
54,949

264,996

6,724

982,115

468,697
235,370
160,421
352,997

352,997
323,453

29,544

1,084.985
352,791

27,851
335,802

112,348

223,756
120,912
23、 873

731,フ70

19,184
餌0、 341
267,281
356,560
91,429

2,798,870

男1

100 0

の '

普通建設額業費
うち補助
うち単独
災害復旧研業賣
失業対策東業贄
合計

、千円・%

64,094
429,941

301,966

133,035

M9,102

129,304

136,183
72,251

209,222
12,576
347.703

8 0,802

451,533

228.872
61.566

347,703
347,703
318,405

29,298

9巧,229
303,910

21,郭8
276,681

112,317
202、 720
108、 001
2,329

640,341

858,3

449.505

61.巧8

347,703
347,703

318.405
29.298

603.0"

220.266
20,491
175,855
97、 498
186,447

1,985,37フ

】/ 1

47 フ
25 0

100 0

1'yゞ1,゛^1ヲyg'゛郡11上心§

途■膨■■欝§"●■"■N心■■§W-1■W■、1■●W1■yt1■武'N'1■卸N§W'■■武1●NIW■゛NNNW鄭●泌熱
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一
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3
3
7
6

3
9
9
7
ー

一
一

3
1
0
3

2
7
1
5

1
2

一
一

5
2
1
8
4
4

3
2
1
9
5
0

3
1

0
4
5
6
9
3
6

1
5
1
2
7
3
2

一
一

一
一

一
一

ー
フ
4
7
6
6
6
1

5
6
8
5
2
2
1
ー

3
1

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

8
6
0
0
0
0
3
9

8
2
1
2
4
8
4
0

3
1

6
4
0
1
9
6

4
8
7
9
7
フ

3
1
7
9
2
5

9
9
6
9
0
2

0
 
1
 
9

フ
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1

フ
1
0
1
9
7
5

0
1
0
1
9
1
フ

フ
7
6
5
8
6
8
2
1
4
6

9
4
1
0
1
0
9
6
3
2

9
2

6
5

2

一
一
一
一

%

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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ー
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9
5
7
3

6
0
2
9
2
3

2

2

一
一

一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

1
 
0
 
0
 
0
 
4

1
2
0
0
0
1

内
訳

6
2
0
0
0
8

6
1
0
0
0
0

一
一
一
一
一

一
一

一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一

0
5
8
6

0
0
6
3

5
4

一
一
一

5
2
1
0

0
1
0
7

一
一
一

一
一
一
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(3)市町村財政比較分析表(普通会計決算)

2,395 人Ⅲ27.1.1現在} 字比質
2.開6 人{H27.1.1現在}うち日本 赤字比結実質
1,0.96 knr 費比 9.3質公
3.069.561 千円 担比来負
2,798,870 千円

村類 1-O H23H22 H?' 1 -0
181.184 千円

1-O H26度毎 "25
1,フ,フ,70,千円

?.505.400 千円

笑市団村類型とは、人口および産集槙造等にょり全国の市町村を35のグループに分顛したものである当該団体と闇じグループに属オる団体を鳳似団体と言う.

X平成27年度中に市日1村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に甚づく実質公憤費比牢及び将来負担比車を算出Lていない団体については、グラフを叢記しない

※充当司能財鼻等が将来負担額を上回っている団休については、将秦負担比牢のグラフを表記しない

※「人件費・物件賓等の状況」の決算額は、人件費.物件賓及び雑持械修費の合計である.ただし、人件費には集費支弁人件費を含み.退金は含まない.

H23

1 20
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財政力

財政力指数[0.1釘
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給与水準

ラスバイレス指数
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800
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000

017

H22

017

015

乏116
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600

1036

900

H23

017

H2●

700

財政

軽常収支比率

014

800

094

900

H24

016

芋的劇留内切a 早Z均
80 /J/ OJ504四

身a力痔盈の分祈卿

昨年度より0.01ポイント下降した
本年度も分子を成する基準財政収入額においては、却資産の経年

却による減収が続き、また引く経済情勢の.化に伴い地元企業に活

力が生まれず、地域全体の雇用に冷え込みが見られるなかにおいて、市

町村民税・法人税等の地方税を安定的に見込むことは困難であり、自主

財源の伸びは当面期待できない状況である。よって、財政力指数013が

今後上昇するとは考えにくい

1卯0

全国町村平的
,58

フフフ

1100

の弾力性

[81.2%]

H25

尻オ全類製団4内纐世 平的早Z

60 /J/ 7666g6

λ0チ入笥たり百轟の分折

平成26年度の本村の職員数人口千人あたり20.88人は、類似団体と比較

すると022との差でほほ同水準にあるが、保育士、スクールバス運転手、

調理師、水道手なと直営事業に係る人も含まれている今後も一般行

政職における適正度も熟考しながら行政運営に支障が出ないよう適正管

理を実施しなけれぱならない

1200

016

豐該団体

瓢似団体内平均

都似団体円の

最大及び小

005

81 2

H26

H22

全

人件・物件等の状況

人口1人当たり人件費・物件費等決算額[340,412円]

1000

786

円

H23

0

3卯mo

熊オ

7B 7

6卯卯0

00

669

H2●

9{力mo

1100

芋均乎的劇飼内切a
8g655 /3/ 9/ J

遜靜蝮芝丘の分祈前

類似単体と比較すると、△0.フホイントとほほ同牢となった

前年比5.9ポイントの増となったが、交付税の減による標準財政規模の減

が大きな要因である税収・交付税等が年々減少していく中、櫻準財政規

模が今後上昇するとは考えにく<、また毅務的経の減も見込めないため、

物件の見直しが求められる

将来負担の状況

将来負担比車

300

12卯伽0

600

81 9

15mmo

H?5

900

1200

00

1070

1500

H26

H22

全

(国との比較)

[91 0]

H22

H23

発本

平成26年度

H23

H2'

170.528

H25

痴削団内血 全芋均
//,9646 /コ/

バロ/メ当たりメ件a・劾#a#瑳卓南の分竒胡

人件及び物件等合計額821,488千円の人口一人当たり決算額

340.412円と類似団体を下回っているのは、これまての集中改革プランに
よる職員の定員管理の適正化、手当の見直しを含めた人件の抑制、ま

た食、旅等の経常経の見直しなど、行政改革による経常経

圧縮によるものである今後も高齢層の退職により人件は減少すると考

えられるが、質の高い行政サービスを提供するためにも過剰な経費圧縮

に注意を払いながら、可能な限り経常経の節減にあたりたい

00

実

380 θ7●

公

H24

100

密劇団"的女 全国芋的 共 解芋的
//J/ 58 6J4

痔超昆畢の分禽

平成22年度から平成26年度とも将来負担額を充当可能財源と基準財政

需要額算入見込額との合計額が超遇しており、将来負担比率は発生しな

いこれまでの充当可能基金の計画的なみ増しと、地方償還がピー

クを経遇しているため地方債残高は今後も緩やかに減少していくと見込ま

れる今後も公等の毅務的経の削減等行政改革を進め、財政の健

全化1、努める

ノ、

H25

費負担の状況

比率[93%]

200

H25

1 236723

H26

300
H22

1200

熊本県水上村

突本倶的
//Z79g

H23

Om

定員管理の状況

人口千人当たり員数[20.88人]

20伽

6145

H26

H24

40卯

新劇団4内頗血 全 究本芋的 芋的
ι0'//J/ 四g

実a公臼a此畢の分竒棚

平成25年度9.フ%から平成26年度93%と04%滅少した。主な要因は、公

還がピークを経遇し、地方残高について対平成25年度比

△93,813千円と減少したことによるものである平成27年度以降は新規発

行額の増加を予定しており、今後は比率が上昇していくことが見込まれる

さらに、分母を成する地方交付税の向によっては上昇する可能性も
ある

1且7息

●^

60m

H25

急0α)

2020

H22

坊芋的癖劇団4内煩女 全
/5 /J/ 四ι 7

ラスハイbス痔盈の分折燭

平成26年度のラスハイレス指数91.0は類似団体と比較すると△40ポイン

トと非常に低い

本村の特徴として、経験年數10年以上の職の昇給が他団体と比べ遅い

傾向にあり、職務職責に応じた給料表の適正な'用、特別昇給制度の運

用、人事評価制度の本格的な運用など多角的な視点からの給与水準を

検討する必要がある
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(4)-1市町村経常経費分析表(普通会計決算)

経常収支比率の分析

2,3鮖

2,386

190.96

3.069,561

2,798.870

181.784

1,797.709

2,505,400

※市町村顯型とは、人口および産案棡造等により全国の市町村をユ5のグループに分類したものである当該団休と問しグループに属する団体を類似団休とう

人佃27
人佃力

krrr

千円

千円

千円

千円

千円

1.1現劃
1.1現割

00
..

100

200

300

質赤字比

結質赤字比

質公債費比
来負担比

町村類

年度毎

'00

.
220

人件費

500

600

00

H22

H25

"23

.
229

500

9.3

1-O H23

1-O H26

痴命衛内 全 解木禦早Z的早Z的
2J 14.J68

X件かの分竒禽

平成26年度の人件費比率250は類似団体と比較すると△13ポイ

ントとおおむね同水準てあるしかし、保育士、スクールバス転

手、調理師、水道手など直営事業に係る人件費も含まれている

ため、一般行政職が占める人件費は決して高くない今後は民

問委託など行政サービスの提供方法の差異も十分検討しながら

人件費の適正水準を維持しなけれぱならない。

H24

80

扶助費

1 -0

1 -0

100

120

H25

H24 1 -0

482

当駄団休値

顯似団休内平均値

内の

大値長び小値

"26

印0

700

T 顯似"
1

痴g命衛内廟世 廟本呪芋均全国芋的
/J.フ78 /J/ /J.Z

チめ融の分奇劇

平成26年度その他比率107ほ、類似団体と比較すると、△08と

なっている。これは主に繰出金だと考えられるが、本村の特別会

計8会計において、資金不足に陥ったものはなく、筒易水道事業

会計及び下水道事業3会計においては赤字補てん財源繰出もな

い今後も特別会計においては独立採算での運営を十分念頭に

置いた事業運営に努める。

00

100

00

類劇団命内'世 全国芋均 疲本鼎芋的
//.フ /21/0//J/

度動井の分竒禽

平成26年度扶助費比率は34%と類似団体と比較Lて12ポイント

上回っている平成25年度と比較しても09ポイント増となっており、

主な要因は臨時福祉給付金によるものと考えられる。今後も扶

助費は全国的な伸びが予想されているため、比率には上昇傾向

が見られるようになってくると考えられる

200

H26

50

300

100

209

.

400

150

駒0

200

物件費

250

H24

300

脂本奥全廟劇団駄内女 早三均 均

8/8才80 /J/

公会かの分奇卿

平成26年度公債賣比率193は類似団体と比較すると、おおむね

同水準である。これまでに生活環境・教育施設・観光施酘等の整

備がほぼ終了し、償還のピークを経過していることから地方

成26年度残高2.505.400千円は、平成25年度と比較し93.813千円
減少した。また、利率45%以上の地方債現在がなく財政に余分

な負相はあまりない。今後は大規な新規事業が予定されおり、

事業に留.しながら公費負担が急激に増加しないよう計

画的な社会資本整備を心がける。

ノ、

H23

100

痴汲命衛内扇世 ,寺本促全国芋的 均

0'/ JJ9 /

舶#器の分折齒

平成26年度物件費比率122は、類似団体と比較すると、△18と

なっているこれは平成17年度から平成21年度にかけて実施し

た中改革プランによる行政改革、物件費等経常経費の節減に
よる成果の継続である。今後も物件費が過大にならないよう注

を払いながら適正な物件費予算の配分に努める。
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H24

補助費等
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H25
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1伽0
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H26

以外

H25

00
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痴劇団4内舸世 全国的 黛本県チ
43 /J/ 08/0 /

高動d夢の分祈

平成26年度補助費等比率98は類似団体と比較すると、△23と

低い今後も、行政評価委会等第三者機関の見も聴取しな

がら、補助金交付事業として適切であるか、十分な効果があるか

を適正に判断しなけれぱならない。
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H25
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五、凌d't券の分竒

平成25年度公債賣以外比率56.0は類似団体と比較すると、△42

となっている人件費、扶助費については同水準だが、類似団体

と比較した物件費△21及び補助費△36であるためである。総括

的に中改革プランによる行政改革、物件費等経常経賣の節減
による継続成果が非常に大きいといぇる
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(4)-2市町村経常経費分析表(普通会計決算)

人件及び人件費に準る費用の分析

当諒団体値

瓢似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び蟲小価

(円)

800,000

600.000

400.000

人口1人当たり決算額の推移

200.000

公債費及び公債費に準る費用の分析

0

216.631

206.668

当韮団体値

顎似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

219.990

215,638

219.113

213.075

(円)

200.000

222,101

213.113

150.000

622,043

人件及び人件に準ずる用

100.000

50.000

人口1人当たり決算額の推移

231.994

217,990

110,909

ム呂

ム」ヒ

ム止.

(参考)普通L設業の分析

0

66'992

64,986

^

60,509

59,215

参考

01,0
フスパレス

65316

450.000

400000

350.000

300000

250.000

200.000

150.000

100000

50.000

0

52.822

る

円

55,617

50'612

154.716

し

公債及び公債に準ずる費用(実質公債費比率の橋成要素)

及出

のπ1
(繰上償' 額等を除く)

してし」、 、

のー、しのπ る のこ

(年度割相当額)
るの のム呂止に こ

充てたと認められる繰入金
のこしこ るにてこ^

補助金又は負担金
イ丁に、に1 のム

日

(同一団体における会計問の現金用に係る利子は除く)
の

してにに、π1 ,フ[ 1

普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に入された額
^ロ

に市町、園した団で、園'の団」のj平 27

56,623

45,523

平成26年度

人口1人当たり決算額の推移

当,団
(千円

468,697
22,968
49,723

ー.

26,557

H22

22

(A卜旧)
' 17
▲ 17
'

15
11
27

33.1

14

13
1.

2.

'該団

14,749
19,184
' 53,236
522,085

H23

当該団体値

円)
195,698
9,590
20.761

熊本県水上村

人口1人当たり決算額
類似団体平均(円)'

189,429
18,027
27,251
4,133

9,019
5,105:

▲ 20,971
231,994:

'該団

6,158

8,010
▲ 22,228
217,990

普通建設事業費

20.88
91.0

類

4.5

14.5

H25

H22

H23

H24

H25

H26

過去5

類似団体内平均値

団体平均
.

21.10
95.0

' 72.2

' 2.0

24 4
ラフを表記しない。

止ヒ(%)
3.3

' 46.8
' 23.8

H26

千円

352,997

対ヒ

1、、ーう、毛軍独芬、ー

うち単独分

うち単独分
701,594 291,118: 71.7 316,3311 38.6

弓ぢ箪独弓チ、ーーーー"ー'互§6二'◎§0 '"、、、"、、、、、"iセ、3;巨語.'、"""、、"、'、、、、、、フニ、9 、、"、、、、、、ー、i五6;'3@〒一ー、'、、、、、、、、、、愛.@
640,341 267,366,'8.2 333,013・ 5.

!弓ぢ軍種ヲ〒、、、、、、、、、、、、、、1、'6二、6否0 、、、、、、、、、、、、iiι:吾7フ':、、、、、、、、、、、、、、、、を0二、Ξ、、、、、、、、、、、、1巨6:、乃巨:、'、"、"、、、、、、、、i§.、1
89.8 285,6081224,131:547,169

1 弓毛軍糎子チ、ーーーー'ーーセ'§1:、@§j'ーーーーー、i巨0:テa§「ー'、、、ー"、'、'、、、it'を、、'、、、、、、'-1、i?;、ii'引一ーー、ー、、、、'1、]、1

工弓
' 0.22
' 4.0

団

団 01 こし

(千円) 当該団(円) 1 増減率偶)1A) 減率偶侶1類似団体平均{円1 .
邑

620,988 248,097 10.0 334,234:
、ーーーーー巨i7:、i§§、ーーーーー、i]、i:河を否、ーーーーー五一を67b-ーーーーーi'i6:'詣'6:五1、菖."
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(5)実質収支比率等に係る経年分析(市町村)

標準財政規比(%)
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^
^
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30.00
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平成26年度
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財政調整基金残高

実質収支額

実質単年度収支

年度

H23

本県水上村

H22

54.05

H23

56.フフ

14.フフ

H24

3.08

H24

準財政規

H25

15.29

59.51

' 0.12

13.84

比(%)

H26

64.80

4.71

14.04

73.33

分析欄

過去5年間をみるとすべて黒字決算であるが、平成26年度実質

収支10.11%は、一般的に3~5%程度が望ましいとされている

ことからも比率的には非常に高めであり、繰越金を多額に出

す財政運営である。おおむね良好な財政運営に努めた結果で

はある。また本村の特徴としては、基金積立金現在高が非常

に大きく、とりわけ財政調整機能を有するもの(財政調整基

金、減債基金)の比率が高い。

H25

5.90

10.11

1.36

H26



(6)連結実質赤字比率に係る赤字・黒字の構成分析(市町村)
標準財政規比(%)
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その他会計(黒字)
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度
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2.91

※平成27年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく連結実赤字比率を出していない団体については、グラフを表記しなし
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分析欄

一般会計及び各車業会計とも平成21年度から平成26年度も引き続き、

赤字は発生していない状況にある。

今後も計画的な業運営を図り、健全な財政運営に努める。
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一時借入金の利子

算入公債費等侶) 算入公債費等

^実質公債費比率の分子(A)ー(B)

÷平成27年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく実

[1^元利還金
減債基金積立不足算定額

満期一括還地方債に係る年度割相当額

[1^公営企業債の元利還金に対する繰入金

平成26年度

H23

年度

熊本県水上村

H24

H22

390

H23

3飾

332 308

135 137

グラフを表記しない。

H24

323338 312

167 162150

公債費比率を算出していない団体については、

369

H25

(百万円)

H26H25 分析欄

分子を構成する元利還金は、還のピーク

を経過し毎年度減少している。社会資本整備

等大きなインフラ整備は終了しているが、 ^

後の新規事業で増加が見込まれる。また、

部事務組合、公営企業に対する準元利償還金

は依然として負担が大きいが、整備計画が継

続している一部事務組合に対する負担金には
今後も注意が必要である。

367

H26

353
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(8)将来負担比率(分子)の構造(市町村)
(百万円)
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将来負担額(A)
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年度

[ニニコー般会計等に係る地方債の現在高
[ニニコ債務負担行為に基づく支出予定額

公営企業債等繰入見込額

[ニニコ組合等負担等見込額
[ニコ退職手当負担見込額
[ニニニ]設立法人等の負債額等負担見込額

連結実質赤字額

組合等連結実質赤字額負担見込額

^充当可能基金
充当可能特定歳入

[ニニヨ基準財政需要額算入見込額

2,623 3,1462,9452,448

1015

2,6412,705 2,459 2,3722,588

^将来負担比率の分子(A)-1B) ▲ 1,463' 646 ' 1,587 ' 1,987' 1,008

÷平成27年度中に市町村合併した団体で、合併前の団体ごとの決算に基づく将来負担比率を算出していない団体については、グラフを表記しない。
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充当可能財源等旧)

平成26年度

H23

H22

2,864

,本県水上村

H23

1,006

1 15

522

H24

2,731

H24 分析欄

一般会計に係る平成26年度地方債現在高
2,505,400千円は、今後は大規模な新規事業の計
画もあり、増加していくと見込んでいる。その

ため、将来負担額も同時に増加するものと考え

る。さらに、一部事務組合、公営企業に対する
準元利還金は依然として負担が大きく今後も

しばらくは減少しない。ただし、現在の充当可

能財源をみると、充当可能基金と基準財政需要

額算入見込額の合計額が将来負担額を相殺し将

来世代に負担は残らない。

今後も将来的にも負担が残らない財政運営に努

める。

2,646

H26
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H26
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水上村財政健全化判断比率等(平成26年度)につぃて

平成19年度決算から、地方公共団体の健全化に関する法律に基づき、財政健全化判断

比率等を水上村でも算出しています。

これは、村の現在の財政状況及び将来の負担率等を算出するものです。

平成26年度の本村の状況は基準よりも大きく下回り、昨年度同様財政状況は良好です。

実質赤字比率

項目

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成26年度

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

平成25年度

特別会計の名称

9.3

林業集落排水事業特別会計

6主)表示が(ー)とあるのは、赤字及び資金不足が発生していないことを表しています。

0三吾句の説明

・実質赤字比率:自治体が自由に使える収入の標準額に対し、一般会計と、病院や下水道といった「公営事業会計」を除

くすべての特別会計の赤字額の合計がどのチ呈度かを示す割合。

・連結実質赤字比率:自治体が自由に使える収入の標準額に対する、公営事業を含む全会計の赤字額の合計の割合。公営

事業会計が苦しくなり、健全化のために一般会計から繰ゆ入れをすると、勗終的には一般会計を圧

迫することになります。

・実質公債費比率:自治体の収入に対する負債返済の割合を示す。通常、 3年間の平均値をイ吏用。18%以上だと、新た

な借金をするために国や都道府県の許可が必要。25%以上だと借金を制限されます。

・将来負担比率:公社や出資法人も含め、自治体が将来支払う可能性がある負債の一般会計に対する比率。

早期健全化基準:自治体財政健全化法が定める財政4指標(実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来

負,耻ヒ率)でいずれかが一定割合を超すと、破綻寸前の「早其則建全化団体」に指定されます。

・財政再生基準:地方公共団体の財政の健全性に関する基準。自治体財政健全化法で規定された実質赤字比率・連結実質

赤字比率・実質公債費比率の基準値のいずれかを超過した地方公共団体は、財政再生団体して、国なと

の管理下で計画的に財政の健全化が図られます。

・資金不足比率:公営企業会計で、営業収益に対する手持ち資金の不足額の割合。これらの指標はすぺて、数値が低いほ

ど健全とされます。

早期健全化基準

9 7
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20

0

25

0

財政再生基準

3 5 0

0
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0

40

資金不足比率

0
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0

0


